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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第18期
第２四半期
連結累計期間

第19期
第２四半期
連結累計期間

第18期

会計期間
自2021年４月１日
至2021年９月30日

自2022年４月１日
至2022年９月30日

自2021年４月１日
至2022年３月31日

売上高 （百万円） 33,239 33,830 69,122

経常利益又は経常損失（△） （百万円） 768 △626 1,761

親会社株主に帰属する四半期純

利益又は親会社株主に帰属する

四半期（当期）純損失（△）

（百万円） 121 △1,190 △623

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,357 1,138 1,098

純資産額 （百万円） 21,998 22,375 21,608

総資産額 （百万円） 66,346 70,184 66,789

１株当たり四半期純利益又は１

株当たり四半期（当期）純損失

（△）

（円） 12.97 △126.94 △66.43

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 29.9 28.1 29.0

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 2,182 1,245 2,186

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △1,931 △1,680 △4,382

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △1,069 2,430 △684

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 12,168 12,858 10,279

 

回次
第18期
第２四半期
連結会計期間

第19期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自2021年７月１日
至2021年９月30日

自2022年７月１日
至2022年９月30日

１株当たり四半期純損失

（△）
（円） △19.48 △36.57

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し
ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）財政状態及び経営成績の状況

当社グループを取り巻く経営環境は、世界的に半導体の供給不足が長期化していることに加え、原材料費やエネ

ルギー費の高騰、ロシアのウクライナ侵攻や為替の急激な変動等により、先行き不透明な状況が続いております。

当社グループの属する自動車業界の概況も半導体供給不足の長期化によりグローバルで生産調整等が相次いで発

生しております。

このような情勢の中、当第２四半期連結累計期間の売上高は、お客様の生産調整等の影響を受けたものの円安に

よる為替影響により、33,830百万円（前年同期比1.8％増）となりました。

営業損失は、お客様の急激な生産変動に伴うロス及び原材料費やエネルギー費の高騰、日本セグメントでの為替

影響に伴う輸入品の原価高や新車立上げにおけるロスの影響等により、693百万円（前年同期は607百万円の営業利

益）となりました。

経常損失は、営業損失の影響により、626百万円（前年同期は768百万円の経常利益）となりました。

親会社株主に帰属する四半期純損失は、1,190百万円（前年同期は121百万円の親会社株主に帰属する四半期純利

益）となりました。

 

セグメントの業績は、以下のとおりであります。

（日本）

　売上高（セグメント間売上高を含まない）は、半導体供給不足の長期化によるお客様の生産調整等の影響によ

り、24,730百万円（前年同期比4.3％減）となりました。セグメント損失は、売上高減及び原材料費やエネルギー

費の高騰、為替影響に伴う輸入品の原価高や新車立上げにおけるロスの影響等により、272百万円（前年同期は969

百万円のセグメント利益）となりました。

（アジア）

　売上高（セグメント間売上高を含まない）は、上海ロックダウン影響があったものの新車立上げ効果に加え円安

による為替影響もあり、5,914百万円（前年同期比17.0％増）となりました。セグメント利益は、原材料市況高騰

の影響等あったものの売上高増の寄与により、552百万円（前年同期比4.3％増）となりました

（北米他）

売上高（セグメント間売上高を含まない）は、半導体供給不足の長期化によるお客様の生産調整等の影響を受け

たものの、前年同期の新型コロナウイルス感染症による影響からは回復、加えて円安による為替影響により、

3,184百万円（前年同期比35.4％増）となりました。セグメント損失は、英国子会社でのロシアのウクライナ侵攻

に伴うお客様の急激な生産変動影響、原材料市況高騰の影響、また構造改革に伴う一時的な費用を計上したこと等

により、975百万円（前年同期は902百万円のセグメント損失）となりました。

 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は70,184百万円となり前連結会計年度末比で3,395百万円の増加と

なりました。このうち、流動資産は40,209百万円となり前連結会計年度末比で3,206百万円の増加となりました。

流動資産の主な増加は、手元資金を多めに確保したことによる現金及び預金の増加2,807百万円、原材料及び貯蔵

品の増加670百万円等であります。また、固定資産は29,975百万円となり前連結会計年度末比で189百万円の増加と

なりました。固定資産の主な増加は、新車立ち上げに伴う金型リース等のリース資産（純額）の増加420百万円等

であります。

負債は47,809百万円となり前連結会計年度末比で2,628百万円の増加となりました。このうち、流動負債は

30,580百万円となり前連結会計年度末比で2百万円の増加となりました。流動負債の主な増減は、1年内返済予定の

長期借入金の増加1,092百万円、リース債務の増加258百万円の一方、短期借入金の減少1,500百万円等でありま

す。また、固定負債は17,229百万円となり前連結会計年度末比で2,625百万円の増加となりました。固定負債の主

な増加は、長期借入金の増加2,625百万円等であります。

純資産は22,375百万円となり前連結会計年度末比で767百万円の増加となりました。純資産の主な増減は、円安

が進んだことによる為替換算調整勘定の増加1,802百万円、親会社株主に帰属する四半期純損失に伴う利益剰余金

の減少1,190百万円等であります。
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自己資本比率は、前連結会計年度末対比で0.9ポイント低下し28.1％となりました。なお、第１四半期連結会計

期間末対比では、0.3ポイントの上昇となりました。
 
（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の残高は12,858百万円と

なり、前連結会計年度末比で2,579百万円の増加となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により獲得した資金は、1,245百万円（前年同期比936百万円の減少）となりました。主な資金の増加

は、減価償却費2,131百万円、売上債権の減少918百万円等であります。主な資金の減少は、棚卸資産の増加761

百万円、税金等調整前四半期純損失657百万円、仕入債務の減少650百万円等であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により使用した資金は、1,680百万円（前年同期比250百万円の減少）となりました。主な内訳は、有

形及び無形固定資産の取得による支出1,373百万円等であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により獲得した資金は、2,430百万円（前年同期は1,069百万円の資金の使用）となりました。主な内

訳は、長期借入れによる収入6,000百万円、長期借入金の返済による支出2,281百万円、短期借入金の純減少額

1,500百万円等であります。

 

（３）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

（４）事業上及び財務上の優先的に対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

 

（５）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、1,228百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

（６）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社グループの運転資金及び投融資資金は、主として営業活動によるキャッシュ・フローである自己資金に加

え、必要に応じた金融機関からの借入実施を基本方針としております。かかる方針に従い、当第２四半期連結累

計期間における運転資金や設備投資資金は、自己資金及び金融機関からの借入により充当しました。

今後の投融資に係る支出は長期借入金等で賄うこととし、短期運転資金や一過性の要因による資金ニーズがある

場合は、臨機応変に短期借入金による調達で対応して参ります。中期的に借入金返済を進め、自己資本比率を向

上させることを経営目標の一つとして、財務体質の強化を図って参ります。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,000,000

計 33,000,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2022年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2022年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,378,600 9,378,600
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 9,378,600 9,378,600 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

2022年７月１日～

2022年９月30日
－ 9,378,600 － 2,291 － 791
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（５）【大株主の状況】

  2022年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

TPR㈱ 東京都千代田区丸の内１丁目６－２ 5,207,100 55.53

CITIC SECURITIES BROKERAGE

（HK） LIMITED AC CLIENT

（常任代理人　シティバンク、エ

ヌ・エイ東京支店)

26／F CITIC TWR１ TIM MEI AVENUE，

CENTRAL，HONGKONG

（東京都新宿区新宿６丁目２７番３０号）

444,408 4.74

SRG GLOBAL, LLC

（常任代理人　大和証券㈱）

800 STEPHENSON HIGHWAY, TROY, MICHIGAN

48083 U.S.A

（東京都千代田区丸の内１丁目９番１号）

377,655 4.03

日本マスタートラスト信託銀行㈱

（信託口）
東京都港区浜松町２丁目１１番３号 327,200 3.49

INTERACTIVE BROKERS LLC

（常任代理人　インタラクティブ・

ブローカーズ証券㈱）

ONE PICKWICK PLAZA GREENWICH,

CONNECTICUT 06830 USA

（東京都千代田区霞が関３丁目２番５号）

196,200 2.09

㈱JCU 東京都台東区東上野４丁目８－１号 180,000 1.92

㈱日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海１丁目８－１２ 96,000 1.02

SCBHK AC EFG BANKAG HONG KONG

BRANCH

（常任代理人　㈱三菱UFJ銀行）

18TH FLOOR， INTERNATIONAL COMMERCE

CENTRE， １ AUSTIN ROAD WEST， KOWLOON，

HONG KONG

(東京都千代田区丸の内２丁目７－１）

76,600 0.82

㈱みみっく 兵庫県川辺郡猪名川町白金３丁目１１－２ 46,000 0.49

戸井田　和彦 千葉県浦安市 41,700 0.44

計 － 6,992,863 74.57
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2022年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 9,375,100 93,751 －

単元未満株式 普通株式 2,800 － －

発行済株式総数  9,378,600 － －

総株主の議決権  － 93,751 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式28株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2022年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ファルテック
神奈川県川崎市幸区

堀川町580番地
700 － 700 0.01

計 － 700 － 700 0.01

 

２【役員の状況】
該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2022年７月１日から2022

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,553 13,361

受取手形 349 264

売掛金 14,656 14,288

電子記録債権 1,007 996

商品及び製品 3,890 4,313

仕掛品 1,002 993

原材料及び貯蔵品 3,509 4,180

その他 2,035 1,812

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 37,003 40,209

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 10,070 10,325

機械装置及び運搬具（純額） 6,112 5,819

工具、器具及び備品（純額） 1,052 1,240

土地 6,500 6,553

リース資産（純額） 1,441 1,861

建設仮勘定 1,840 1,123

有形固定資産合計 27,018 26,924

無形固定資産 1,024 1,117

投資その他の資産   

投資有価証券 292 277

繰延税金資産 1,040 1,131

その他 416 530

貸倒引当金 △6 △6

投資その他の資産合計 1,742 1,932

固定資産合計 29,785 29,975

資産合計 66,789 70,184
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,740 6,547

電子記録債務 4,226 3,987

短期借入金 9,000 7,500

１年内返済予定の長期借入金 4,563 5,656

リース債務 1,088 1,346

未払法人税等 375 404

賞与引当金 846 779

その他 3,735 4,357

流動負債合計 30,577 30,580

固定負債   

長期借入金 8,818 11,443

リース債務 508 719

退職給付に係る負債 3,836 3,586

再評価に係る繰延税金負債 1,007 1,007

その他 432 472

固定負債合計 14,603 17,229

負債合計 45,181 47,809

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,291 2,291

資本剰余金 609 337

利益剰余金 13,360 12,170

自己株式 △0 △0

株主資本合計 16,260 14,797

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 62 73

土地再評価差額金 2,040 2,040

為替換算調整勘定 1,487 3,290

退職給付に係る調整累計額 △471 △474

その他の包括利益累計額合計 3,119 4,930

非支配株主持分 2,227 2,647

純資産合計 21,608 22,375

負債純資産合計 66,789 70,184
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

売上高 33,239 33,830

売上原価 28,048 29,875

売上総利益 5,190 3,955

販売費及び一般管理費 ※ 4,582 ※ 4,648

営業利益又は営業損失（△） 607 △693

営業外収益   

受取利息 29 47

受取配当金 6 8

助成金収入 168 162

補助金収入 － 44

その他 73 64

営業外収益合計 278 327

営業外費用   

支払利息 55 58

為替差損 25 127

持分法による投資損失 15 31

その他 21 43

営業外費用合計 117 260

経常利益又は経常損失（△） 768 △626

特別損失   

固定資産除売却損 28 30

特別損失合計 28 30

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
740 △657

法人税等 501 310

四半期純利益又は四半期純損失（△） 238 △967

非支配株主に帰属する四半期純利益 117 222

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
121 △1,190
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 238 △967

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △2 10

為替換算調整勘定 1,133 2,098

退職給付に係る調整額 △12 △2

その他の包括利益合計 1,118 2,106

四半期包括利益 1,357 1,138

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,117 620

非支配株主に係る四半期包括利益 240 518
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
740 △657

減価償却費 1,917 2,131

賞与引当金の増減額（△は減少） △283 △75

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △326 △340

受取利息及び受取配当金 △36 △56

支払利息 55 58

持分法による投資損益（△は益） 15 31

固定資産除売却損益（△は益） 28 30

助成金収入 △168 △162

売上債権の増減額（△は増加） 4,283 918

棚卸資産の増減額（△は増加） △788 △761

仕入債務の増減額（△は減少） △2,198 △650

その他 △656 621

小計 2,582 1,088

利息及び配当金の受取額 45 56

利息の支払額 △54 △57

助成金の受取額 139 181

法人税等の支払額 △531 △401

法人税等の還付額 － 378

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,182 1,245

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の純増減額（△は増加） － △182

有形及び無形固定資産の取得による支出 △1,923 △1,373

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

長期前払費用の取得による支出 △7 △34

その他 0 △90

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,931 △1,680

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,469 △1,500

長期借入れによる収入 3,500 6,000

長期借入金の返済による支出 △2,336 △2,281

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △524 △718

セール・アンド・リースバックによる収入 278 1,202

配当金の支払額 △271 △271

非支配株主への配当金の支払額 △245 －

その他 △0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,069 2,430

現金及び現金同等物に係る換算差額 276 584

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △541 2,579

現金及び現金同等物の期首残高 12,710 10,279

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 12,168 ※ 12,858
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【注記事項】

（会計上の見積りの変更）

（退職給付に係る会計処理の数理計算上の差異の費用処理年数の変更）

　当社及び連結子会社である㈱アルティアにおける退職給付に係る会計処理の数理計算上の差異の費用処理年数

について、従来、従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数として10年で費用処理しておりましたが、平均残

存勤務期間がこれを下回ったため、第１四半期連結会計期間より費用処理年数を９年に変更しております。

　なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

　次の関係会社について、金融機関からの借入に対して債務保証を行っております。

前連結会計年度
（2022年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2022年９月30日）

㈱いしかわファルテック  ㈱いしかわファルテック  

銀行借入保証 43百万円 銀行借入保証 43百万円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
　　至 2021年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
　　至 2022年９月30日）

荷造運搬費 1,010百万円 1,044百万円

給料及び手当 1,564 1,626

賞与引当金繰入額 223 188

退職給付費用 116 89

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年９月30日）

現金及び預金勘定 12,168百万円 13,361百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 － 503

現金及び現金同等物 12,168 12,858

 

（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）
配当の原資

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

2021年５月24日取

締役会
普通株式 271 利益剰余金 29 2021年３月31日 2021年６月10日

 

当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）
配当の原資

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

2022年５月24日取

締役会
普通株式 271

その他資本剰余

金
29 2022年３月31日 2022年６月９日
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 日本 アジア 北米他 計

売上高       

外部顧客への売上高 25,832 5,053 2,352 33,239 － 33,239

セグメント間の内部売上高

又は振替高
450 31 － 481 △481 －

計 26,283 5,084 2,352 33,721 △481 33,239

セグメント利益又は損失

（△）
969 529 △902 595 11 607

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 日本 アジア 北米他 計

売上高       

外部顧客への売上高 24,730 5,914 3,184 33,830 － 33,830

セグメント間の内部売上高

又は振替高
406 195 0 602 △602 －

計 25,137 6,110 3,185 34,432 △602 33,830

セグメント利益又は損失

（△）
△272 552 △975 △695 2 △693

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

（単位：百万円）

 
報告セグメント

合計
日本 アジア 北米他

自動車外装部品・純正用品事業 18,289 5,053 2,352 25,695

自動車関連機器事業 7,543 － － 7,543

顧客との契約から生じる利益 25,832 5,053 2,352 33,239

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 25,832 5,053 2,352 33,239

 

当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

（単位：百万円）

 
報告セグメント

合計
日本 アジア 北米他

自動車外装部品・純正用品事業 17,556 5,914 3,184 26,656

自動車関連機器事業 7,108 － － 7,108

顧客との契約から生じる利益 24,665 5,914 3,184 33,764

その他の収益 65 － － 65

外部顧客への売上高 24,730 5,914 3,184 33,830

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失

（△）
12.97円 △126.94円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）（百万円）
121 △1,190

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

（百万円）

121 △1,190

普通株式の期中平均株式数（株） 9,377,882 9,377,872

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ファルテック(E02246)

四半期報告書

17/20



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年11月11日

株式会社ファルテック

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 月本　洋一

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 江下　 聖

 

 

 

 

 

 

 

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ファ

ルテックの２０２２年４月１日から２０２３年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（２０２２年７

月１日から２０２２年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（２０２２年４月１日から２０２２年９月３０日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ファルテック及び連結子会社の２０２２年９月３０日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以上

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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